
『最強の通信制高校』卒業後を見越した進路指導力

　もともと、入学前や入学直後の面談など最初の
段階で「希望があれば、うちなら大学受験“も”目
指せるよ」という話はしています。その時点では
卒業後のことや大学なんて考えられなかったとい
う生徒が、いざ「大学に行きたい」と思ったときに、
進学を目指せる環境がある。塾として進学のノウ
ハウや体制は整っているので、「望めばなんでも
サポートできますよ」という状態です。塾や予備
校に別途通う必要もありません。

――在学中の進路指導について教えてください。
　2024年度の卒業生は8名で、うち6名が大学へ
進学、2名が提携している就労支援施設へ所属し
ました。進路先が決まらず、どこへも所属をして
いないという卒業生はゼロでした。
　福岡天神校の進路指導は「個別対応」が基本で
す。決まった時間割やプログラムを一斉に提供す
るのではなく、まず入学時に進路調査を行い、そ
こから個別に計画を立てていきます。生徒の希望
や状況によっては、月ごとの進捗確認を重ねなが
ら、柔軟に計画を都度修正していきます。
　3年生は週1回を目安に面談日を設けています。
通学日数は自由に決められるため、コンスタント
に通学している生徒は比較的スムーズですが、面
談日を設けてもなかなか来られないという生徒も
います。通学日数が少ない、進路を決められな
い、なかなか本腰が入らないという生徒に対して
は、「どう考えてる？」「そろそろ対策しようか」
とプッシュすることもあります。ただ、それがプ
レッシャーになってさらに考えたくなくなる、と
いうこともあるので、しない方がいいケースもあ
る。気が乗ったときは来るので、その時をねらっ
て声をかけたり…正直、「圧のかけ方」のさじ加減
は、本当に今でも難しい。試行錯誤しながらやっ
ていますね。
　印象的だったケースに、2024年度に3年生で
転入してきた生徒の例があります。
　転入してきたばかりの頃は、自分で計画して受
験勉強を進めていたのですが、やはり一人だと難

しくなってしまったようで、『やっぱり助けてほ
しい』と相談を受けまして。それまでなかなかこ
ちらも本人の能力を測れなかった部分もあり、「今
からだとこれくらい勉強しないとだめだよ」など、
せっついていたこともあったんです。でも、思う
ように伸びなかった。
　そこで、こちらからは押し付けずに彼のペース
に合わせるようにしたら、伸びていったんです。
前籍校でもそこまで勉強が得意というわけではな
かったものの、ここに来て急成長した印象です。
無理にペースを上げることはせず、彼のペースに
合わせた指導を続けました。結果、すべての受験
校に合格しました。
　中高一貫校の特進コースからの転校生もいまし
た。全日制の高校で「思うように学力が伸びない」
「授業のペースが合わない」と感じた子どもたち
が、「ここなら自分に合う学びができるかもしれ
ない」と期待して入学してきてくれることもあり
ます。
　大学の受験方式においても、「総合型選抜、推薦、
一般受験」という順で提案をすることが多いです。
総合型や推薦がダメでも、最終的に一般で受かっ
たという生徒もいます。
　これまで伸び悩んでいた生徒が、自分にフィッ
トする学習スタイルを見つけた瞬間にグッと成績
が伸びるというケースは数多く見てきました。

「個別に」「時間をかけて」 
ミスマッチを事前に防いでいく
――進路選択のミスマッチを防ぐために気を付け
ている点はありますか？
　3年生になると、「進路」というテーマが現実的
になってきます。1年生や2年生はある程度目標
が高くても、それをモチベーションに頑張ってく
れたらいいという部分もあります。しかし3年生
のある程度の時期になってくると、目標に対して
の自分の立ち位置や目指すべきところなど、現実
に向き合う必要が出てきます。そこのミスマッチ

卒業後「どこにも所属がない」生徒はゼロ 
進路も学習も「自分に合ったやり方」を

――生徒の特長、入学理由を教えてください。学
習塾が母体ということもあり、もともと進学志向
の高い生徒が多いのでしょうか？
　開設当時は進学志向の高い生徒が多かったの
ですが、近年は少し様相が変わってきています。
「中学に通えていなかった」という生徒や、中学校
の「ステップルーム（福岡市の校内教育支援施設）」
出身の生徒も増え、必ずしも最初から進学志向が
高い生徒ばかりではなくなっています。学習面、

心理面における手厚いサポートを求める方には、
我々の「少人数制」「個別指導」という点に魅力を
感じていただいているように思います。
　通信制高校はレポートや試験をきちんと提出す
れば、成績がつきます。これまで思うように学校
へ行けなかった、勉強についていけなかったとい
う生徒が、「学校に来れた」「テストを受けられた」
「レポートを提出できた」という小さな成功体験を
重ねていくことで、自信をつけていっているよう
に見えます。
　今までできなかったことが、だんだんできるよ
うになっていくと、「やっぱり大学に行きたい」「自
分も進学できるかも」と、意欲が出てきます。

2 0 2 0年1 0月に開設した松陰高等学校 福岡天神校は、
20 2 5年で開設5年目を迎える。母体である一般社団法人
「学術の森」は、福岡で35年以上にわたって無料の学習塾
を運営してきた。「どんな子どもも、進学の夢をあきらめな
くていい」──そんな思いから始まった同校は、学習塾で
培った個別対応のノウハウを生かしながら、多様な生徒た
ちの学びと進路を支えてきた。20 2 4年度の進路未定率は
ゼロで、卒業生の7割超が大学へ進学している。在学中の
みならず、卒業後も継続していくという同校の進路指導体
制についてお話を聞いた。
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移行支援を紹介できます。昨年度の卒業生で就労
支援施設へ入所した2名に関しては、学力の面で
も不安があったのですが、とにかく絵が大好きで。
得意分野の絵を描くスキルを活かして、絵のお仕
事ももらって頑張っているところです。私たちの
環境が少人数で目が行き届きやすいというのも大
きいかと思いますが、今のところ、どんなケース
にも対応できる自信はあります。

――高い進路決定率ですが、進学・就職先で苦戦
する生徒もいるのではないかと思います。卒業生
に対してのフォローは行っていますか？
　卒業生については、学校側から定期的に連絡を
取って、状況をなるべく追っていくようにしてい
ます。
　先日、熊本の大学へ進学した卒業生のもとへ連
絡を入れたところ、「実は留年してしまった」とい
う状況を聞きました。大学の講義内容のレベルが
高く、授業にも出席できていないという状態だと。
そこで、オンラインで補習を行いました。
　総合型選抜で入学したけれど、学力が不安だと
いう生徒も一定数いて、対面で補習を行ったケー
スもあります。その後、留年を回避できたという
話も聞きました。4年生になって「就活がうまく
いかない」と悩む卒業生に対しても、履歴書の添
削や面接練習を個別で実施しています。
　今後、卒業後の進路が「未定」という生徒が出て
きたとしても、決定している子と変わらず学校側
から追跡をとっていきたいと思っています。時
間がたってから「あのときは進学まで考えられな
かったけど…」というケースもきっと出てくると
思います。
　もちろん、卒業後に進路が決まっていて、かつ
第一志望の進路に行けることが一番いいですが、
第一志望がだめだった場合にも親御さんから「あ

りがとうございます」と言ってくださることもあ
るんです。「頼って良かった」と思っていただける
ような、そういった関係を卒業後も継続していけ
たらと思っています。

――進路指導において、方針や目標はあります
か？
　松陰高校全体としては「個別指導の充実」という
点はどの拠点でも共通して大切にしています。た
だ、進学率などの数字目標は掲げていません。そ
の代わり、卒業生のリアルな声をHPなどで積極
的に発信し、これから入学を検討している人が「自
分もできるかもしれない」と思える場づくりを心
がけています。私自身は数字というより、中身の
部分を発信していきたいという思いがあります。
　私の世代はいわゆる「一般受験の世代」でした
し、高校も「全日制が当たり前」の時代だったと思
うのです。それが今、受験制度も変わってきて、
高校も通信制を選ぶ子も増えてきた。私自身も塾
業界での経験が長く、「進路とは、受験とはこう
あるべきだ」という考えが強かった時期もありま
したが、最近そういうのがなくなってきた気がす
るんです。
「進路指導とはこうあるべき」というのは、固まっ
てきたというより、むしろブレだしたというか、
なくなってきたかもしれません。それは、通信制
の子たちを見ている中で変わってきた部分だと思
います。いろいろな道があっていいのだと、私が
生徒たちに教えてもらっているような気がするの
です。そんな彼ら彼女らの、それぞれに合う道を
これからも見つけていけたらと思っています。

をなくすようにしています。
　志望学部や志望大学が決まっていない生徒も多
いので、個別に都度ヒアリングを重ねますが、進
学にしても就職にしても、「選択肢を知らない」と
いう子が多いんです。
「福岡を出たい」と言う生徒に「どうして？」と理
由を聞くと、「なんとなく」という生徒もいれば、
しっかりとした動機を持っている生徒もいます。
前者には「福岡でもこういう環境があるよ」と提案
するし、後者であればその夢を叶えるための具体
的な方法を一緒に探していきます。
　保護者と生徒の意見が違うケースもあります
が、そういう時は、まず保護者との二者面談、生
徒との二者面談をそれぞれ行い、それから三者面
談に進みます。生徒と保護者、それぞれの気持ち
を時間をかけてじっくり聞き取りながら、無理の
ない落としどころを探っていきます。
　就職希望に関しても、通信制高校卒業後いきな
りフルタイムで働くのは難しいのでは、という懸

念がある生徒もいます。「早めに働きたい」という
生徒もいますが、社会がどれだけ厳しいのかとい
う現実を経験していないので、わからない。これ
は大学や専門学校でも言えることですが、これま
での通信制高校の生活リズムとまったく違ってく
るわけです。就職の前に大学や専門学校、短大で
もいいし、何かしらワンクッション入れたらどう
か、という提案もすることもあります。
　ただ、環境をガラッと変えることで成長するこ
ともあるんですよね。大学に進学した卒業生から
も、「朝起きられない」といった生活リズム面での
苦労はあまり聞かないんですよ。そういう生徒が
高校時代に自己管理がしっかりできていたかとい
うと、意外とそうとも限らなくて…。環境を一つ
変えたことで、急に成長を見せることもあるんで
すね。そういった伸びしろも見据えつつ、就職に
しても進学にしても、とにかく「合う環境」を見つ
けて入れてあげたい、という気持ちが強いですね。
　一般の就職が難しい子には、提携している就労
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▲ 進路相談は、保護者も含めてじっくり個別に時間をかける。 
受験直前には、一人ひとり違う時間割を月単位で組むことも。
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